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諫
早
湾
干
拓
潮
受
堤
防
排
水
門
の
開
門
を
命
じ
る
確
定
判
決
に
関
す
る
質
問
主
意
書

諫
早
湾
干
拓
潮
受
堤
防
排
水
門
の
開
門
を
巡
っ
て
は
、
平
成
二
十
二
年
に
開
門
を
命
じ
る
福
岡
高
等
裁
判
所
の
判
決
確
定

後
、
開
門
に
応
じ
な
い
た
め
国
は
漁
業
者
側
に
間
接
強
制
金
を
支
払
う
一
方
、
毎
年
、
開
門
対
策
の
た
め
の
予
算
を
計
上
し
て

き
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
農
林
水
産
省
は
平
成
三
十
年
度
予
算
の
概
算
要
求
で
こ
の
開
門
対
策
経
費
を
要
求
せ
ず
、
開
門
し
な
い
代
わ
り

に
漁
業
振
興
を
行
う
た
め
に
設
立
す
る
基
金
の
経
費
を
盛
り
込
み
ま
し
た
。

ま
た
、
四
月
に
は
開
門
差
止
め
を
命
じ
た
長
崎
地
方
裁
判
所
の
判
決
に
つ
い
て
控
訴
せ
ず
に
、
平
成
二
十
二
年
の
確
定
判
決

と
正
反
対
の
判
決
を
国
自
ら
確
定
さ
せ
て
い
ま
す
。

以
上
を
踏
ま
え
、
以
下
質
問
し
ま
す
。

一

政
府
は
平
成
二
十
二
年
の
福
岡
高
等
裁
判
所
の
確
定
判
決
で
開
門
す
る
義
務
を
負
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
判
決
に
従
わ
な

い
こ
と
を
決
め
た
の
で
す
か
。

二

国
を
相
手
に
提
起
さ
れ
た
訴
訟
で
、
国
に
対
し
て
何
か
を
行
う
よ
う
、
若
し
く
は
何
か
を
行
わ
な
い
よ
う
命
じ
る
判
決
が

確
定
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
判
決
に
従
わ
な
か
っ
た
例
は
こ
れ
ま
で
あ
り
ま
す
か
。

一



右
質
問
す
る
。

二


